
防災機能に着目した空地の活用可能性 
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１．はじめに 
 
(1)研究の背景と目的	 
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(2)対象地概要	 
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(3)研究の構成	 

２．研究の方法 

(1)災害シミュレーションモデルの設定	 



	 

(2)建物倒壊・道路閉塞モデル	 
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(3)避難リスク評価モデル	 

a)	 避難到達時間と避難経路長	 

b)孤立世帯と密集市街地	 

表-1
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定義

2つ以上の建物が移動経路をはさみ，その間隔が3m以内である
経路リンクの長さ

建物敷地に接道している経路のリンクがいずれも道路閉塞に
よって損失または孤立リンクである建物

密集市街地内のリンク長

孤立世帯数

c)想定距離の設定	 
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表-2	 	 

土地利用 抵抗値　R

舗装された道路，駐車場，舗装されたスペース 1

未舗装道路，農道，その他の未舗装であるスペース 2

果樹園，畑 5

水田，その他歩行に適さない農地スペース 20

	 （想定距離）[m ]	 =	 （実際の距離）[m ]	 ×	 （抵抗値）

	 

表-3

対象地の総面積 空地の総面積 建物棟数 倒壊する建物棟数 道路総延長 閉塞する道路

21.6ha 6.9ha 727棟 134棟 7305m 1563m

※空地の総面積には、商業・住宅敷地の外構は含まれない。

Farmland
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３．空地の実態と現況の防災性 
	 

(1)空地の抽出	 
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(2)倒壊建物と道路閉塞の分布	 
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(3)現況の防災性	 
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４．空地利用の有効性

 
(1)シナリオ1：空地の利用	 
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(2)シナリオ2:空地の利用と障害物の撤去	 
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最短移動所要時間 市街地内の経路リンク長(m ) 最短移動所要時間 市街地内の経路リンク長(m ) 最短移動所要時間 市街地内の経路リンク長(m )

地点1 避難不可 - 避難不可 - 47分19秒 273.2

地点2 避難不可 - 35分11秒 135.9 35分11秒 135.9

地点1 避難不可 - 避難不可 - 29分08秒 168.9

地点2 避難不可 - 36分36秒 167.3 16分57秒 31.6

地点1 8分36秒 161.9 8分36秒 161.9 8分36秒 161.9

地点2 避難不可 - 避難不可 - 24分11秒 85.1

地点1 避難不可 - 18分31秒 161.9 8分32秒 83.8

地点2 避難不可 - 避難不可 - 16分53秒 85.1

地点C

地点D

避難場所
シナリオ0　(現況) シナリオ1　(空地の利用) シナリオ2　(空地の利用、フェンスの撤去)

避難開始場所

地点A

地点B

表-4	  

 
(3)4地点における空地利用の実態 

表-4

 
 
 
５．まとめ 
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